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身体障害児の教育的リハビリテーションに与える
家庭のストレス (1)
― 研 究 の 指 針 を 探 っ て ―


























性｣､ ｢身体扱能｣､ ｢障害の受容度｣､ ｢社会












































両 親 平 均 年 齢 実数 (%)
30 代 以 下 30(32)
40 代 37(61)
50 代 以 上 6 (6)
表2 家庭の中心人物の職業
職 業 実数 (啓)
一般事務的職業 7 (7)
管理者的職業 15(16)
販売 .サービス .運輸 24(25)
教育 .科学的職業 4 (4)
専門的職業 (医師 .弁護士 . 2 (2)会計士)
自営業 (商店 .中小企業 .負 14(15)莱)





学 校 実数 (%)
大 学 短 大 21(23)
高 等 学 校 42(46)
中 学 校 27(30)
小 学 校 o(o)
そ の 他 3 (3)
表4 生活水準意識
水 準 実数 (%)
上 2 (2)
中 の 上 7 (7)
中 の 中 56(60)


















学 年 実数 (%)
小 学 部 39(41)
1.2.3学年 18(18)_
4.5.6学年 21(22)
中 等 部 34(36)
同 等 部 22(23)
表6 3段階の重大さ別子供に関するストレス源の種類及び学年別出現頻度
件数､ ( )内は各セルの合計
学年 1､1-3小4-6中 等 部 高 等 部
ストレス源分類 重大さ 1 2!3 1 2 3 1 2 3 1 2 3
(1) 障薯児 .者の身体に関するストレス源 (6(4)】(2(2)(6)(1)(9)(2)(2 (3)(1)
① 医療 .疾病 .保陸 1 1 2 1 4 2 1 1 1
㊥ 障害そのもの 5 1 1 1 3 4 1
0 訓 練 1 2 1
㊤ 障害の変化 1
(2) 障害児 .者の性格 .態度 .行動に関するストレス源 (o(3)(1(o)(2)(o)(1)(3)(2(o)(1)(2)
荏) 性格 .しつけ 1 1 3 2 1 2
㊥ 好ましくない行動 3 1 1
0 基本的生活習慣そのもの (精神的)
(3) 教育に関するストレス源 (4(2)(2(5)(2)(4(7)(2)(3 (1)(1)(2)
① 学 習 2 1 2 2 2 1 1 1 1
㊥ 入学 .進学 1 2 1 6 1 2 1
0 言語能力 1 1 2 1 i




荏) A.D.L.基本的生活習慣による家族のストレス源 1 1 4 5 1 2 3 2 2 2 1
㊥ 障害児 .者の家族の他の人問のストレス源 1 1 2 1 1 1 1
0 家庭の経済や環童 1 1 1 2 1
(5) 将来や進路の不安に関するストレス源 (3)(3)(4(3)(2)(2)(7)(8)(7)89(3)(5)
① 障害児 .者の将来 .進路 3 2 3 3 2 1 6 6 4ll1 1
㊥ 就 職 1 2 1 3 2
0 父母の老令化や死亡 1 2 1 2 2
(6) コミュニティや社会に関するストレス源 (2 (1)(1(1)(o)(1(o)(4)(o)(2)(1)(o)
① 障害児 .者をあづかる施設 1 1 2 1
㊥ 通院 .通学 1 1 1 1
0 障害児 .者の行ける安全な場
㊤ 友人､地域の人との交流機会 1 1 1

















グ ル ~ープ 人 数 M S.D t値 有意水準
心 理 ス ト レ ス 低 グ ル ー プ 21 5.66 3.27 0.23 0.817
高 グ ル ー プ 52 5.48 2.55
内 部 役 割 ス ト レス 低 グル ー プ 21 6.14 2.85 -0.99 0.330
高 グル ー プ 52 6.80 2.77
総 合 ス ト レ ス 低 グ ル ー プ 21 1.57 1.46 -0.13 0.896
高 グ ル ー プ 52 1.51 1.70
合 計 ス ト レ ス 低 グル ー プ 21 17.85 8.14 -0.44 0.659
表7-2 社会性高.任グループ間ストレス差異
グ ル ー プ 人 数 M S.D t値 有意水準
心 理 ス ト レ ス 低 グ ル ー プ 20 5.90 2.97 0.56 0.577
高 グル ー プ 53 5.47 2.67
内 部 役 割 ス ト レス 低 グ ル ー プ 20 6.70 2.83 -0.27 0.789
高 グ ル ー プ 53 6.90 3.10
総 合 ス ト レ ス 低 グ ル ー プ 20 1.95 1.87 1.00 0.324
高 グ ル ー プ 53 1.47 1.64
合 計 ス ト レ ス 低 グル ー プ 20 18.75 8.20 -0.12 0.908
表7-3 身体機能高.低グループ間ストレス差異
グ ル ー プ 人 数 M S.D t値 有意水準
心 理 ス ト レ ス 低 グ ル ー プ 29 6.13 3.12 1.33 0.189
高 グ ル ー プ 42 5.23 2.23
内 部 役 割 ス ト レス 低 グ ル ー プ 29 6.65 2.60 -0.49 0.628
高 グ ル ー プ 42 7.00 3.35
総 合 ス ト レ ス 低 グル ー プ 29 1.58 1.50 -0.14 0.889
高 グル ー プ 42 1.64 1.88




0.086)｡一方､表 7- 5では､小学部の ｢社会
性｣について､ ｢心理ス トレス｣と ｢総合ス トレ
ス｣で有意に仮説が支持されている (t-1.60,
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グ ル ー プ 人 数 M S.D t 値 有意水準
心 理 ス ト レ ス 低 グ ル ー プ 7 6.57 2.99 1ー02 0.338
高 グ ル ー プ 27 5.33 2.30
内 部 役 割 ス トレス 低 グ ル ー プ 7 5.85 ~2.ll -1.87 0.086
高 グ ル ー プ ㌘ 7.66 2.82
総 合 ス ト レ ス 低 グ ′レ - プ 7 1.85 1.57 -0.20 0.842
高 グ ル ー プ ㌘ 2.00 1.90
合 計 ス ト レ ス 低 グ ル ー プ 7 18.14 7.64 -0.57 0.582
表7-5 小学部社会性高･低グループ間ストレス差異
グ ル ー プ 人 数 M S.D t 値 有意水準
心 理 ス ト レ ス 低 グ ル ー プ 6 7.00 2.36 1.60 0.153
高 グ ル ー プ 28 5,28 2.41
内 部 役 割 ス トレス 低 グ ル ー プ 6 6.83 2.48 -0.49 0.639
高 グ ル ー プ ㌶ 7.39 2,85
総 合 ス ト レ ス 低 グ ル ー プ 6 3.16 2.22 1.51 0.182
高 グ ル - プ 28 1.71 1.65
合 計 ス ト レ ス 低 グ ル ー プ 6 21.50 7.91 0.65 0.539
表7-6 小学部身体機能高･低グルー プ間ストレス差異
グ ル ー プ 人 数 M S.D t 値 有意水準
心 理 ス ト レ ス 低 グ ル ー プ 9 6.55 2.69 1.20 0.251
高 グ ル ー プ 24 5.33 2.33
内 部 役 割 ス ト レス 低 グ ル ー プ 9 7.22 2.63 -0.10 0,981
高 グ ル ー プ 24 7.33 2.92
総 合 ス ト レ ス 低 グ ル ー プ 9 2.ll 1.69 0.16 0.873
高 グ ル ー プ 24 2.00 1_88


















グループ人数 M S.D t 値 有意水準
心 理 ス ト レ ス 低 グ ル ー プ 56 5.50 2.60 0.49 0.62
高 グ ル ー プ 23 5.13 3.16
内 部 役 割 ス ト レス 低 グ ル ー プ 56 6.94 2.81 1.57 0.12
高 グ ル ー プ 23 5.73 3.22
総 合 ス ト レ ス 低 グ ル ー プ 56 1.46 1.69 -0.23 0.81
高 グ ル ー プ 23 1.56 1.80
合 計 ス ト レ ス 低 グ ル - プ 56 18.35 7.47 0.39 0.69
表7-8 自立度高･低グルー プ間ストレス差異
グループ人数 M S.D t 値 有意水準
心 理 ス ト レ ス 低 グ ル ー プ 55 5.40 2.41 0.03 0.97
高 グ ル ー プ~24 5.37 3.49
内 部 役 割 ス ト レス 低 グ ル ー プ 55 7.03 2.78 1.93 0.06
高 グ ル ー プ 24 5.58 3.18
総 合 ス ト レ ス 低 グ ル ー プ 55 1.58 . 1.75 0.70 0.48
高 グ ル ー プ 24 1.29 1.65
合 計 ス ト レ ス 低 グ ル ー プ 55 18.67 7.50 0.85 0.40
表7-9 中･高等部受容度高･低グループ間ストレス差異
グループ人数 M S.D t 値 有意水準
心 理 ス ト レ ス 低 グ ル ー プ 24 5.70 2.94 1.02 0.31
高 グ ル ー プ 19 4.73 3.21
内 部 役 割 ス ト レス 低 グ ル ー プ 24 6.37 2.41 1.41 0.16
高 グ ル ー プ 19 5.15 3.07
総 合 ス トーレ ス 低 グ ル ー プ 24 0.95 1.08 -0,85 0.40
高 グ ル ー プ 19 1.36 1.86



























表7-10 中 高等部自立度高 低グループ間ストレス差異
グループ人数 M S.D t 値 有意水準
心 理 ス ト レ ス 低 グ ル ー プ 23 5.47 2,53 0.44 0.66
高 グ ル ー プ 20 5.05 3.63
内 部 役 割 ス ト~レス 低 グ ル ー プ 23 6.56 2.35 1.88 0.06
高 グ ル ー プ 20 5.00 3.00
総 合 ス ト レ ス 低 グ ル ー プ 23 1.21 1.37 0.36 0.71
高 グ ル ー プ 20 1.05 1.63
合 計 ス ト レ ス 低 グ ル ー プ 23 17.43 ･6.43 0.75 0.46
表7-11 小学部受容度高 低グループ間ストレス差異
グループ人数 M S.D t 値 有意水準
心 理 ス ト レ ス 低 グ ル ー プ 30 5.23 2.38 -1.36 0.24
高 グ ル ー プ 4 7_00 2.44
内 部 役 割 ス ト レス 低 グ ル ー プ 30 7.16 2.97 -0.93 0,40
高 グ ル ー プ 4 8.50 2.64
冶 合 ス ト レ ス 低 グ ル ー プ 30 1.76 1.85 -1.01 0.36
高 グ ル ー プ 一一4 2.50 1.29
合 計 ス ト レ ス 低 グ ル ー プ 30 18.73 7.29 -1.60 0.17
表7-12 小学部自立度高 低グルー プ間ストレス差異
グループ人数 M S.D t 値 有意水準
心 理 ス ト レ ス 低 グ ル ー プ 30 5.23 2.38 -1.36 0.24
高 グ ル ー プ 4 7.00 2.44
内 部 役 割 ス ト レス 低 グ ル ー プ 30 7.16 2.97 -0.93 0.40
高 グ ル ー プ 4 8.50 2.64
総 合 ス ト レ ス 低 グ ル ー プ 30 1.76~ 1.85 -1.01 0.36
高 グ ル ー プ 4 2.50 1,29
合 計 ス ト レ ス 低 グ ル ー プ 30 18.73 7.29 -1.60 0.17





































教育内容 グループ N M S.D 誤差 F値 F値有意水準 t値 D.F t値有意水準
学 力 GROUP 12 4558 1.4667821 0.8941017 0.133 1.29 0.379 -2.06 101 0.042
身辺処理 GROUP 1 45 1.5333 0.944 0.141 1.48 0.175 -1,72 101 0.089
能 力 GROUP 2 58 1.8966 1.150 0.151
社 会 性 GROUP l2 4558 1.46672090 0.894117 0.13357 1.79 0.046 -2.92 100.88 0.004
表8-2 経済ストレス高･低グルー プ間
教育内容 グループ N M S.D 誤差 F値 F値有意水準 t値 D.F t値有意水準
学 力 GROUP 12 1588 1.33337500 0.816997 0.211106 1,49 0.407 -1.53 101 0.129
身辺処理 GROUP 1 15 1.3333 0.617 0.159 3.31 0.015 -2.38 32.59 0,023
能 力 GROUP 2 88 1.8068 1.123 0.120
社 会 性 GROUP 12 1588 1.5333852 0.8341150 0.215123 1.90 0.176 -1.03 101 0.307
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表8-3 合計ストレス高･低グルー プ間
教育内容 グループ N M S.D 誤差 F値 F値有意水準 t値 D.F t値有意水準
学 力 GROUP l2 4558 1.51118276 0.8151078 0.1224 1.75 0.056 -1.70 1(泊.95 0.093
身辺処理 GROUP l 45 1.5556 0.893 0.133 1,76 0.053 -1.58 10.93 0.117能 力 GROUP 2 58 1.8793 1.186 0.156























ストレス項目 グループ M S.D F F有意水準 t D.F t有意水準
心 理 ス ト レス AグループB 5.61 2.65 1.08 0.768 1.00 118 0.320
内部役割ストレス AグループB 7.084 3.029 1.10 0.699 -2.47 118 0.015
外部活動ストレス AグループB 1.26 1.5 1.02 0.941 -1.18 118 0.242
外部対人ストレス AグループB 1.622 1.98 1.07 0.794 -1.65 118 0.102
経 済 ス ト レス AグループBケざ - 0.65 0.78 1.25 0.403 0.54 118 0.590




ス トレス因子規定要田 心 内 外 外 経 総 ′ゝ｢1
理 部役 那宿 部対 防 Aロ 計
ス 割 動 人 ス ス ス
ト ス ス ス ト ト ト
レ トレ トレ トレ レ′レ レ′
ス ス ス ス ス ス ス
親 類 の 援 助 ll 1 2 8 ll 5 3
夫 の 理 解 10 5 ll 7 1 ll 9
家 族 の 結 束 度 8 4 4 1 2 1 1
夫婦の価値観一致 12 10 8 2 9 7 5
免 疫 性 3 6 6 6 8 8 6
母 の 性 格 2 9 2 5 6 5 2
両親 の平均年 令 9 ll 1 10 4 2 ll
家 族 規 模 4 12 5 4 12 9 10
兄 弟 ス ト レ ス 1 8 10 7 5 12 7
重 症 度 4 2 9 12 10 2 8
社 会 的 地 位 4 3 12 3 3 4 4




















障害の重症度 学 力 障害の受容度
1 級 2.0 17.9
2 級 3.1 24.7
図1 分析のための仮説モデル
障 害の受容度 学 力 身体的機能
低 2.2 2.1
同 2.9 2.6
ここでは､ ｢家庭のス トレス｣､ ｢教育的達成
度｣､ ｢障害の重症度｣及び ｢障害の受容度｣･
｢社会的自立意識｣の 4要因は平面的､並列的に
かかれているが､一般的にはそしてここで注目し
たいのは､家庭の障害児に対する養育態度や教育
(ス トレスに影響された)がその障害児の ｢受容
度｣や ｢自立意識｣に次に障害児の ｢教育的達成
度｣に影響を与えるというある程度の一方向的な
動的な因果関係を考えている｡
こうして､明らかに媒介要因を考えなければな
らないであろう｡
Ⅴ 結 論
1. 新たなデータによる家庭のス トレスと障害
児の教育的達成度との関係は前回の場合と同
じく不明確でおよそ負の関係があるようだが､
ス トレス因子と教育的分野によっては正の関
係も生 じてくる｡
2. 手がか りとして､身体上の活動に関係して
いる障害児の ｢障害の重症度｣と ｢意識｣面
に関係している ｢障害の受容度｣と ｢社会的
自立意識｣を考えるべきであろう｡
3. 今後は図 1のように､とりあえず再分析し
てみる必要がある｡量的な関係はか りでなく､
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質的な関係を見る必要もある｡特に表 6で分るよ
うに児童の学年を考え合わせなければならない｡
(1990.3.14 受理)
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